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教
育
、
研
究
、
地
域
貢
献
の
あ
り
方
は
？

発
展
の
可
能
性
秘
め
る
放
射
光
施
設
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」

実
用
化
研
究
に
も
力
点
を

放
射
光
研
究
共
に
リ
ー
ド

研
究
施
設
も
魅
力
が
大
切

産
学
連
携
、
実
効
性
が
大
事

信
頼
・
評
価
さ
れ
る
大
学
へ

太田　俊明氏

座談会では大学の教育や研究、地
域貢献について活発な意見交換が
なされた（姫路市内のホテルで）

　
兵
庫
県
立
大
学
高
度
産
業
科
学
技
術
研
究
所
に
は
肉
眼
で
は
見
え
な

い
材
料
表
面
の
分
析
や
微
細
な
加
工
が
で
き
る
光
を
放
つ
放
射
光
施
設

「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」
が
あ
り
、
２
０
１
４
年
に
研
究
所
創
設

年
を
迎

え
た
。
そ
こ
で
、
同
大
学
や
放
射
光
に
関
わ
り
の
深
い
専
門
家
や
有
識

者
が
集
ま
り
座
談
会
を
開
き
、
今
後
の
大
学
の
教
育
、
研
究
、
地
域
貢

献
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
も
ら
っ
た
。

座
談
会
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
太
田
勲
兵
庫
県
立
大
学
副
学
長
兼
産
学
連
携
・

研
究
推
進
機
構
長

　　
　　

　
太
田
勲
　
次
に
社
会
貢
献
活
動
に

つ
い
て
、
兵
庫
県
立
大
で
は
現
在
、

放
射
光
施
設
の
産
業
界
へ
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
清
水
　
科
学
と
技
術
の
メ
リ
ッ
ト

を
共
有
で
き
る
起
業
家
の
育
成
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
大
学
内

で
文
化
系
と
理
科
系
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
、
技
術
と
ビ

ジ
ネ
ス
が
結
び
つ
き
や
す
く
な
る
は

ず
。
例
え
は
悪
い
で
す
が
「
こ
れ
で

ひ
と
儲
け
し
よ
う
」
と
い
う
発
想
が

も
う

真
の
産
学
連
携
に
な
る
の
で
は
。
日

本
は
米
国
と
違
っ
て
寄
付
文
化
が

根
付
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
企
業
か

ら
の
開
発
資
金
や
共
同
事
業
の
運
用

益
な
ど
を
連
携
活
動
に
活
用
す
る
仕

組
み
も
欲
し
い
で
す
ね
。

　
太
田
俊
明
　
企
業
に
魅
力
あ
る
研

究
施
設
で
あ
り
続
け
る
に
は
、
常
に

高
度
化
し
て
他
施
設
と
差
別
化
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
外
部
利
用
を

増
や
す
に
は
光
源
の
性
能
よ
り
も
む

し
ろ
、
利
便
性
と
敷
居
の
低
さ
、
つ

ま
り
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
実
験
環
境
や

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」

が
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
」
の
隣
に

位
置
し
て
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
も

フ
ル
活
用
し
、
こ
れ
ら
の
連
携
を
よ

り
深
め
れ
ば
産
業
利
用
は
さ
ら
に
活

性
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　
北
川
　
現
在
、
兵
庫
県
立
工
技
セ

ン
タ
ー
に
は
放
射
光
研
究
に
詳
し
い

ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
、
工
技
セ
ン
タ

ー
の
利
用
が
少
な
い
の
が
現
状
で
、

も
う
少
し
兵
庫
県
立
大
や
高
輝
度
光

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
う
ま
く

連
携
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
兵

庫
県
立
大
と
は
マ
イ
ク
ロ
構
造
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
研
究

室
な
ど
の
窓
口
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と

の
連
携
を
深
め
、
活
性
化
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
石
川
　
企
業
が
理
研
の
放
射
光
の

研
究
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
利
益
を

上
げ
、
納
税
し
て
い
た
だ
く
。
こ
れ

が
社
会
貢
献
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
個
々
の
企
業
と
の
連
携
だ
け
で

な
く
、
最
近
は
業
界
の
共
通
課
題
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
最
中

に
新
た
な
企
業
同
士
の
「
産
産
」
連

携
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
が
少

な
い
の
は
、
米
国
な
ど
海
外
と
の
税

制
の
差
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
よ
う
な
制
度
が
、
研
究
機

関
に
も
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
太
田
勲
　
最
後
に
兵
庫
県
立
大
お

よ
び
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」
の
運
営
・

利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
期
待
や
要
望

は
あ
り
ま
す
か
。

　
太
田
俊
明
　
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」

は
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
た
施
設
で

す
が
、
そ
の
発
展
の
カ
ギ
と
な
る
の

は
人
材
で
、
こ
の
貴
重
な
施
設
に
携

わ
る
人
々
の
意
気
込
み
次
第
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
石
川
　
太
田
俊
明
さ
ん
と
同
じ
意

見
で
す
。
た
だ
、
施
設
改
善
に
よ
っ

て
米
国
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
バ
ー
ク
レ

ー
国
立
研
究
所
に
匹
敵
す
る
研
究
施

設
と
な
る
で
し
ょ
う
。
計
算
科
学
と

放
射
光
と
の
連
携
で
は
実
験
を
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
放
射
光
で
実
際

の
結
果
が
確
認
で
き
れ
ば
、
革
新
的

な
研
究
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

人
や
資
金
を
幅
広
く
集
め
る
に
は
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
生
な
ど
壮
大
な
目

標
を
掲
げ
る
の
も
一
手
で
す
ね
。

　
北
川
　
兵
庫
県
立
大
は
、
理
科
系

が
中
心
の
大
学
と
い
う
印
象
が
あ
り

ま
す
。
天
文
や
恐
竜
の
研
究
な
ど
極

め
て
幅
広
い
人
材
が
い
る
の
で
、
先

ほ
ど
文
化
系
と
理

科
系
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た

が
、
理
科
系
同
士

で
も
こ
の
よ
う
な

幅
広
い
分
野
の
中
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
新
た
な
成
果
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
清
水
　
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」
の
利

用
を
増
や
す
最
適
な
方
法
は
や
は
り

無
料
化
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
無

料
ト
ラ
イ
ア
ル
で
の
利
用
時
間
の
緩

和
や
、
無
料
で
利
用
し
な
が
ら
成
果

が
出
る
と
利
用
料
を
支
払
う
制
度
に

変
更
す
る
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
一
つ
成
功
例
が
出

れ
ば
自
然
と
利
用
も
増
え
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
太
田
勲
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
現
在
、
「
も
の
づ
く
り
の
導

入
教
育
」
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
わ
ず
に

紙
と
鉛
筆
で
設
計
し
、
Ｎ
Ｃ
制
御
を

用
い
ず
に
機
械
加
工
す
る
。
即
ち
、

手
で
考
え
、
手
で
作
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
文
科
省
の
海

外
留
学
支
援
制
度
な
ど
を
活
用
し
た

長
期
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

研
究
や
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は

年
４
月
か
ら
工
学
研
究
科
に
国
内

初
の
放
射
光
を
活
用
す
る
専
攻

材

料
・
放
射
光
工
学
専
攻

が
で
き
、

高
度
産
業
科
学
技
術
研
究
所
の
教
官

が
大
学
院
生
の
実
験
や
研
究
に
携
わ

り
ま
す
。
大
学
院
生
と
企
業
関
係
者

に
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
計
算
科
学
と
放
射
光

と
の
連
携
を
強
め
て
産
業
界
を
中
心

に
社
会
貢
献
活
動
も
活
発
化
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
意
見

交
換
も
貴
重
な
声

と
し
て
受
け
止
め
ま

す
。
皆
さ
ん
の
指
摘

を
今
後
の
高
度
産
業

科
学
技
術
研
究
所
の

放
射
光
施
設
「
ニ
ュ

ー
ス
バ
ル
」
の
運
営

に
生
か
し
、
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
評
価
さ

れ
る
世
界
水
準
の
大

学
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
に
期
待

し
て
下
さ
い
。

　　
　　

　
太
田
勲

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
兵
庫
県
立
大
学
は
昨
年
、

年
後

の
創
基
１
０
０
周
年
に
向
け
た
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
、
教
育
、
研
究
、
社

会
貢
献
の
３
分
野
で
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。
目
指
す
の
は
、
社
会
か
ら
信

頼
さ
れ
評
価
さ
れ
る
世
界
水
準
の
大

学
で
す
。
そ
し
て
放
射
光
施
設
「
ニ

ュ
ー
ス
バ
ル
」
が
あ
る
高
度
産
業
科

学
技
術
研
究
所
は
創
設

年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
日
は
兵
庫
県
立

大
や
放
射
光
に
関
係
の
深
い
専
門
家

・
有
識
者
が
集
い
、
大
学
の
教
育
、

研
究
、
地
域
貢
献
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
教
育
」
か

ら
。
皆
さ
ん
の
所
属
組
織
の
簡
単
な

紹
介
の
後
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

特
に
理
工
系
の
学
生
を
育
て
る
ポ
イ

ン
ト
を
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

　
太
田
俊
明
　
立
命
館

大
学
Ｓ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は

１
９
９
６
年
に
日
本
の

大
学
付
置
で
初
め
て
、

超
電
導
小
型
電
子
蓄
積

リ
ン
グ
を
光
源
と
す
る

放
射
光
加
速
器
を
設
置

し
ま
し
た
。
当
時
は
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
―
８
」
も
な
く
、
現
在
で
も
国
内

の
大
学
で
放
射
光
施
設
が
あ
る
の
は

立
命
館
大
と
兵
庫
県
立
大
、
広
島
大

の
３
カ
所
だ
け
で
す
。
文
部
科
学
省

の
「
先
端
研
究
基
盤
共
用
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業
」
に
参
画

し
、
兵
庫
県
立
大
と
同
様
に
学
術
と

産
業
の
２
本
柱
で
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
人
材
育
成
に
つ
い

て
立
命
館
大
で
は
、
放
射
光
施
設
に

よ
る
実
習
を
実
施
し
て
い
る
関
係

で
、
放
射
光
を
利
用
す
る
大
学
院
生

も
増
え
、
企
業
と
の
共
同
研
究
な
ど

も
活
発
化
し
、
就
職
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
先
端
研
究
基
盤
共

用
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業

を
大
学
院
生
に
も
活
用
で
き
れ
ば
、

効
果
的
な
人
材
育
成
が
で
き
、
企
業

に
も
広
が
れ
ば
放
射
光
研
究
は
さ
ら

に
活
発
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　
北
川
　
兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
設
立
は
１
９
１
７
年

大

６

と
古
く
、
地
域
に
開
か
れ
た
中

小
企
業
支
援
、
モ
ノ
づ
く
り
支
援
の

機
関
と
し
て
、
技
術
相
談
、
機
器
使

用
、
依
頼
試
験
、
技
術
情
報
提
供
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１

３
年
に
産
学
の
連
携
や
交
流
機
能
も

持
っ
た
開
放
型
研
究
開
発
施
設
が
オ

ー
プ
ン
し
、
約

種
類
の
最
先
端
の

機
器
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
現
在
、
相

談
件
数
は
年
間
約
９
０
０
０
件
で
、

最
近
で
は
、
新
幹
線
の
緊
急
避
難
用

は
し
ご
や
ラ
ン
ド
セ
ル
開
発
の
支
援

の
ほ
か
、
兵
庫
県
立
大
と
は
放
射
光

関
連
の
製
品
評
価
で
協
力
し
て
い
ま

す
。
人
材
育
成
で
は
、
年
配
者
か
ら

新
人
へ
の
技
術
の
伝
承
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。
中
小
企
業
か
ら
の
相
談
で

は
、
最
新
・
最
先
端
の
知
識
よ
り

も
、
基
礎
的
な
設
計
や
加
工
に
関
す

る
教
育
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま

す
。
大
学
に
は
最
先
端
の
教
育
と
同

様
に
、
基
礎
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
石
川
　
理
化
学
研
究
所
放
射
光
科

学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
物
質
の

原
子
・
分
子
単
位
の
形
や
機
能
が
分

か
る
大
型
放
射
光
施
設
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
―
８
」
や
、
Ｘ
線
レ
ー
ザ
ー
で

物
質
の
極
め
て
速
い
動
き
や
変
化
を

原
子
レ
ベ
ル
で
解
明
す
る
Ｘ
線
自
由

電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ａ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

放
射
光
研
究
の
先
導
役
を
果
た
す
べ

く
、
産
業
利
用
な
ど
の
促
進
や
各
設

備
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

兵
庫
県
立
大
と
は
２
本
の
ビ
ー
ム
ラ

イ
ン
を
通
じ
て
地
域
の
産
業
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
で
は
北
川

さ
ん
が
指
摘
さ
れ
る
基
礎
教
育
以
前

の
「
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
」
の

必
要
性
を
最
近
の
大
学
生
や
大
学
院

生
に
感
じ
ま
す
。
現
在
は
ノ
ー
ス
イ

ー
ス
タ
ン
大
学

米
ボ
ス
ト
ン

と

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
、

我
々
の
語
学
勉
強
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
研
究
者
が
若
手
を
育
成
し
て
い

ま
す
が
、
大
学
同
士
が
連
携
し
た

「
連
合
大
学
院
」
が
あ
る
と
面
白
い

で
す
ね
。
世
界
の
放
射
光
研
究
を
リ

ー
ド
す
る
た
め
に
、
我
々
の
よ
う
な

大
組
織
を
運
営
す
る
人
材
教
育
の
必

要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
清
水
　
清
水
電
設
工
業
は
機
能
性

薄
膜
の
蒸
着
に
よ
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
メ
ー
ン
と
し
、
そ
の
関
連
機
器
の

開
発
な
ど
も
手
が
け
る
技
術
開
発
型

企
業
で
す
。
国
内
に
五
つ
、
米
国
に

一
つ
の
工
場
が
あ
り
社
員
は
１
２
０

人
で
す
。
兵
庫
県
Ｃ
Ｏ
Ｅ

セ
ン
タ

ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス

プ
ロ

グ
ラ
ム
推
進
事
業
の
認
定
を
受
け
た

Ｄ
Ｌ
Ｃ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ラ
イ
ク

・
カ
ー
ボ
ン

膜
の
開
発
な
ど
で
放

射
光
施
設
は
よ
く
利
用
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
物
質
・
材
料
研
究
機
構

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の

資
本
参
加
や
、
太
陽
光
発
電
材
料
や

ベ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
Ｄ
Ｌ
Ｃ
を
応
用

す
る
研
究
も
進
め
て
お
り
、
今
は
表

面
処
理
加
工

物
理
蒸
着

業
者
で

業
界
６
位
で
す
が
、
こ
れ
ら
で
上
位

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
オ
ラ
ン
ダ
の

非
営
利
団
体
や
国
際
協
力
機
構

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ

と
実
施
し
、
海
外
の
学
生

を
受
け
入
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
む
こ
と
で
、
企
業
に
必
要
と
さ
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で

英
語
ア

レ
ル
ギ
ー

も
社
内
に
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
太
田
勲
　
大
学
の
研
究
の
あ
り

方
、
そ
の
姿
勢
に
つ
い
て
聞
き
ま

す
。
兵
庫
県
立
大
で
は
具
体
的
な
目

標
の
あ
る
研
究
だ
け
で
な
く
、
次
代

を
切
り
開
く
革
新
的
技
術
を
生
む
基

礎
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
課
題
や
問
題
が
あ
る

と
す
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
石
川
　
基
礎
研
究
は
も
ち
ろ
ん
大

事
で
す
が
、
系
統
立
て
て
や
ら
な
い

と
収
拾
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
本

当
に
面
白
い
種
は
実
は
現
場
に
あ

り
、
研
究
者
の
課
題
解
決
能
力
は
高

い
の
で
す
が
、
課
題
を
発
見
す
る
能

力
は
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現

場
で
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
大
学

で
解
決
す
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

　
清
水
　
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
」
は
優

れ
た
最
先
端
施
設
で
す
が
、
科
学
分

野
に
限
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
だ
け

で
は
社
会
貢
献
に
は
な
か
な
か
つ
な

が
り
に
く
い
で
す
。
そ
こ
で
「
ニ
ュ

ー
ス
バ
ル
」
の
内
部
に
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て

製
品
開
発
が
で
き
る
研
究
組
織
を
構

築
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
で

き
れ
ば
、
真
の
意
味
で
の
産
学
連
携

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
太
田
俊
明
　
立
命
館
大
の
Ｓ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
測
定
器
系
や
試
料
回

り
を
整
備
し
、
近
隣
の
大
学
や
企
業

と
共
同
で
蓄
電
池
材
料
の
評
価
の
実

験
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
「
ニ

ュ
ー
ス
バ
ル
」
だ
け
が
軟
Ｘ
線
ま
で

カ
バ
ー
し
て
お
り
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
物
質
構
造
科
学
研

究
所
の
放
射
光
研
究
施
設
Ｐ
Ｆ

フ

ォ
ト
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

級
と
ほ
ぼ

同
程
度
の
性
能
で
す
。
そ
し
て
「
ニ

ュ
ー
ス
バ
ル
」
は
学
内
に
あ
る
優
位

さ
も
あ
り
、
極
端
紫
外
光
応
用
や
ナ

ノ
マ
イ
ク
ロ
加
工
な
ど
で
産
学
連
携

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
大
学
の

独
自
研
究
と
放
射
光
利
用
の
両
輪

で
、
産
業
利
用
は
よ
り
活
発
化
す
る

で
し
ょ
う
。

　
北
川
　
大
学
に
は
基
礎
研
究
が
必

須
で
す
が
、
実
用
化
を
見
据
え
た
研

究
に
も
力
点
を
置
く
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。
現
在
、
兵
庫
県
立
大
と
は

ナ
ノ
マ
イ
ク
ロ
構
造
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
研
究
室
や
産
学

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
通

じ
た
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
小

企
業
と
の
共
同
研
究
に
も
我
々
の
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
実
用

化
研
究
の
卒
論
テ
ー
マ
を
企
業
か
ら

募
集
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
地
域
企
業
と
の
研
究
も
活
発

化
さ
せ
て
ほ
し
い
。

（ ） 【特別企画】 ２０１５年 平成２７年 ３月６日 金曜日 　　


